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2.61 （基本）K近傍密度モデルでは，全空間上での積分が発散する変則分布になることを

示せ． 

 

データ点を x_iとする． 

𝑅 = max(‖𝑥𝑖‖) 

とおく．三角不等式より， 

‖𝑥 − 𝑥𝑖‖ ≤ ‖𝑥‖ + ‖𝑥𝑖‖ ≤ ‖𝑥‖ + 𝑅 

が成り立つ． 

(2.246)より，K近傍密度モデル p(x)は，x を中心とする小球の体積 V に反比例する．Vは

ちょうど K個のデータ点が入るまで拡大した球だから，次の不等式が成り立つ． 
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この不等式を使って，全空間上で積分をすると， 
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右辺の積分を s=r+Rと変数変換すると， 
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(𝑠 − 𝑅)𝐷−1

𝑠𝐷 𝑑𝑠
∞

R

= ∫ (
1

𝑠
− (𝐷 − 1)

𝑅

𝑠2 + ⋯ ) 𝑑𝑠
∞

𝑅

= [ln(𝑠)]𝑅
∞ + 𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡 = ∞ 

以上より，K近傍密度モデルは変則分布であることが示された． 


